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ブリ落網の改良に関する研究（第５報）

底もった網（富山湾）とサケ改良底建網（北海道）の模型実験

金森政 治

StudiesonthelmprovementofYellow-tailSettingNet（Ｖ）

－ModelExperimentontheTwoDifferent
KindsofSeaBottomFixedNets-

MasaziKANAMoRI

１．緒言

水面下に敷設する定置網の研究が，将来プリその他を漁獲する落網の改良に関して，新しい

発展の指針を与えるものであると信じ，従来各種の底建網叉はこれに類似した網について模型

実験的研究を進めてきたが，富山湾氷見灘浦における底もった網（壷網とも言.う）及び北海道

立水産試験場網走支場が実地試験を行ったサケ改良底建網(1)について模型実験を行ったのでそ

の結果を報告･する．

底もった網は富山県では壷網とも呼ばれ，ハチメ，クロダイ，イシダイを漁獲するが，一般に

言うところの壷網ではなく，叉底建網とも趣きを異にし，網全体が全く水面下に没するもので

はなくて運動場の網肩が水面にあって，その左右の登網,蕊網を水面下に導いた両溜式で,いわ

ゆる中層式落網とも言うべきである．氷見灘では水深15尋以深の海区には敷設されていない．

この種の網の模型実験については，かつて筆者の改良サケ，マス定置網の模型実験(2)がある．

サケ改良底建網は昭和26,27両年に実地試験が行われ,従来のサケ落網の形式にとらわれず

に，純然たる底建網漁法によったもので漁具は全く水面下に没している．試験結果はその成績

が頗る良好で，サケの乗網の外にヒラメ，ホッケ，カレイなどの漁獲の多いことは他のサケ落網

には見られない事実であって，業者の注目するところ多いものがあった．これらの網について

は，水の流れに対する網成りや流水抵抗，土俵のずれなどについて詳かにされていないので，

これらを究明すると共に漁具構造の改良について二,三の知見を得たものである．

２．実験綱と装置

模型網は田内博士の「漁網の比較法則｣(3)によって，底もった網は１/75,サケ改良底建網は

1/200のものを作製した．模型網と実物網の関係諸量は省略した．網の重要寸法は第１図と第

５図に示す通りで，網地，浮子，沈子，土俵，諸綱類の材料，配置については省略したが，実

物網の浮力，固定力，沈降力の総計と内訳を第１表及び第２表に示した．模型実験は本学部の

大型対称式回流水槽を使用し，底もった網は水深８尋，サケ改良底建網は水深18.5尋に相当す

る深さに建込んだ．

3．実験結果

1）底もった綱
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Ｆｉｇ．１．MainscaleandviewofBottom-trapNｅｔｏｆＴｏｙａｍａＢａｙ．

（１）綱成り

網成りの観察は網がうける流向を，（a)流向を身網に並行に嚢網からうけたとぎ及び(b)流向

を沖の側からうけたときの２つの場合について行った．

（a）流向を嚢網からうけたとき

第２図に示した通り，流速が次第に増加するに従って側張りが潮上の方から沈んで前傾姿勢

をとり，潮上の嚢,登網,運動場が細くなり，潮下ではこれらは夫々外側にふくれて太くなる．

登り口前の網裾は1.0浬になっても崩れないのでこの部分では,入網に支障がないと認めるが，

3/4浬時から垣網と障子網の変形が甚だしくなり，網裾が浮上して障子網と接近するので，端

口では入網が困難となってくる．網全体の前傾姿勢は急であるが，潮下の嚢網だけが沈んで海

底と接するようになる．運動場の側網と登りの口前の網裾が浮上しないのはこの部分に装置し

た立碇の効果によるものであろう．

（b）流向を沖の側からうけたとき

第３図に示した通りであるが，運動場の沖の側網は立碇を使用した効果によるものであろう

か運動場内に湾入する程度が少く，登網，蕊網共に流速の増加にともない潮下に吹かれる程度

が大きい３/４浬時では側張りは全部沈ゑ，登網と褒網の夫々の側と敷との縫合線が一直線に

緊張し，登り口前の沖側の立碇がずれる原因となった．流速１浬時では前傾姿勢が急となって

乗網は困難である．

（２）流水抵抗と土俵のずれ

（a）流向を嚢網からうけたとぎ

１/4浬時の流水抵抗は0.084トン，１/2浬時で0.372トン，３/4浬時で0.741トン，１浬時で

0.815トンで１浬のとき蕊尻の土俵がわずかにずれる．１．１３浬時で雲尻土俵は2.5間，カモイ土

俵は１間ずれて止り，ずれた直後の流水抵抗は1.203トンであった．

（b）流向を沖の側からうけたとき

１/4浬時の抵抗は0.074トン，１/2浬で0.42トン，３/4浬時で0.83トン，１浬時で1.48トン

で土俵はいづれもずれないが，３/4浬時で左右の登網が潮下に吹かれて側網と敷網との縫合線

が特に緊張するため登り網の口前の沖側の立碇１個がずれる．1.19浬で中胴張,側胴張,側張り
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177.2ｋｇ1217.8ｋｇ１（555.9kg）

Table１．Detailsofbuoyancy，fixingandsinkingcapacity．

の沖，嚢尻の各土俵が全部１間位づつずれて止む．土俵のず

れた直後の流水抵抗は1.902トンであった．

網のうける全抵抗をＲ（トン)，流速をＶ(cｍ/sec）とする

とＲ＝ＫＶ"の〃の値は,流向(a)の場合は1.8,（b）の場合も

1.8で，流速の増加による抵抗増加の割合は殆んど変らない

が，身網に並行に流れをうけた方が，沖側からうけたものよ

りもやや変形が大きく，抵抗が少いことがわかる．Ｋの値は

夫々 0.96,1.2を得た．流水抵抗と土俵のずれについては第４

図に示した通りである．

（）＝Kaki-ami．

Ropes

Sand-bag
line

４３．６ｋｇ
(24.54）

40.69

(43.6）

凶に示した通りである． ユ0．２０30405060708090100

Ｖｃｍ/seｃ２）サケ改良底建綱
Ｆｉｇ．４.Astreamresistanceand

（１）綱成りthedraggingofsandbags・
網成りの観察は網がうける流向を，（a)流向を身網に並行

に蕊網からうけたとき及び（b）流向を沖の側からうけたときの２つの場合について行った．
（a）流向を嚢網からうけたとき

第６図に示す通り，１/4浬時では垣網の浮子方が潮下に吹かれるのが目立つだけで網成りは
良好である．中央部の網の高さは７間となる．１/2浬時では,網の高さはやや低くなり,潮上に
向って前傾姿勢をとるが網の形状は崩れない３/4浬時で網の高さは益々 低くなり，潮上の嚢
網の立場が吹かれる．漏斗網は細く且つ天井が低くなるが，これは嚢の天井から吊ることにな
っているから入網可能である．潮下では網成りは良好．垣網は吹かれるが網裾は浮上しない．

１浬時では，３/4浬時の程度が増大し，潮上における沈承が大きくなり，蕊の立場が水平に近
く吹かれるので，漏斗の口を塞ぎ入網不能となるが，潮下では乗網可能である．垣網の高さも
低くなる．1.25浬時で身網の潮上半分がずれてしまう．

（b）流向を沖側からうけたとき

第７図に示した通り１/4浬時で前傾姿勢をとり,嚢網は吹かれるが網裾は浮上しない１/2浬

時でこの姿勢は更に急となり，網の高さは低くなり，胴網，嚢網は一層吹かれる．潮上，潮下
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共に乗網可能であるが，３/4浬時において網がずれて正常な形状を失い，１浬時において網は
流失してしまう．

|~~三一三一

Ｆｉｇ．５．ＭａｉｎｓｃａｌｅａｎｄｖｉｅｗｏｆｉｍｐｒｏｖｅｄＢｏｔｔomFixedNetinHokkaido、

Table２．Detailsofbuoyancy，fixingandsinkingcapacity．

Buoyancy

574､７４ｋｇ

（591.52）

Ｆｉｘｉｎｇｐｏｗｅｒ
５．２５ｔｏｎ

（4.95）

Ｓｉｎｋｉｎｇｐｏｗｅｒ

ｌ､145tｏｎ

（969.7ｋｇ）

Mi-amilKaki､aｍｉ

G1assball1574.74ｋｇ１（591.52kg）

Oki,gawalOka-gawalKaki-ami

Sand-bagsl1.8tｏｎ１１．５tｏｎ11.35tｏｎｌＯ６ｔｏｎｌ（4.95ton）

Ｎｅｔｓ

Ropes

Sand-bag
line

Sinker

CotmnnetSl上総鵠｡｜僻!‘
64.46ｋｇ
(3.37） (57.38kg）

75.69ｋｇ
(66.38）

137.0

(97.05）

Straw

rope

759.49ｋｇ
(642.64）

|竺空一

108.18ｋｇ
(102.85）

（）＝Kaki-ami．

（２）流水抵抗と土俵のずれ

（a）嚢網から流れをうけたとき

１/4浬時の流水抵抗は0.107トン，１/2浬時で0.215トン，３/4浬時で0.857トン，１浬時で
1.4トンで，いづれの土俵もずれない１浬を超えると潮上カモイ土俵綱４本が夫々 約13間も



2８
鹿児島大学水産学部紀要第５巻創基十周年記念号

ずれ，沖，陸の側のヒラキの土俵綱も夫々 １０間，１２間ずれて止つた．このときの抵抗はおそ
らく１．８トン以上のものが，かかったであろうが，1.25浬時のずれた直後の流水抵抗は1.61ト
ンであった．

（b）沖側から流れをうけたとき

１/4浬時の抵抗は0.175トン,１/2浬時で0.366トン，このとき側張りのヒラキと右のカモイの
土俵とが僅かに動いて止る．３/4浬時でマトモの土俵，ヒラキの土俵が夫々 １５間，カモイ土俵
も１０間,１２間ずれ,流水抵抗は1.151トンであった．１浬時

では全く網が流失し，このときの抵抗は1.673トンとなる．

この網にかかる全抵抗をＲ（トン)，流速をＶ(cｍ/sec）と

すると，Ｒ＝ＫＶ細の〃の値は流向が(a)の場合は1.66,（b）の
場合は1.62で抵抗増加の割合は両者殆んど変らないＫの

値は夫々 1.63,2.7が得られた．これらに関しては第８図に
示した通りである．

Ｒ

ｔｏｎ

”３０４０６０，７ｍ

４ ．考察

以上の模型実験結果からこれらの網の構造について次のこ
とが言える．

１）底もった網

（１）垣網と障子網が接近し，即ち端口附近における変形が甚
と思われるので，障子網は訣除してもよい．叉垣網先きも運動
（２）登網の口前の浮卜Ｌたかつ､f毒のほ．？-の網△佐少，イー

．』ﾗﾍｰ１－１'とﾉ'I天竺天硬柘禾刀勤‘っL-万し1つの網の溝］宣について恢のこＶｃｍ/seｃ

とが言える．，Fig.８.Astreamresistanceand
l）底もった網 thedraggingofsandbags．

（１）垣網と障子網が接近し，即ち端口附近における変形が甚しいため入網をさまたげるもの
と思われるので，障子網は訣除してもよい．叉垣網先きも運動場内に入れぬ方が可と思う．
（２）登網の口前の浮上しなかったのは，この網全体として余剰浮力の無いために因るもので
あろうが，叉立碇の効果によるものが多いためでもある．然し沖の側から流れをうけたとき
3/4浬でこれがずれているものがあったから，この部分の固定力を増すべきである．
（３）運動場の沖の側網に並べた立碇は必要以上に多いと思われるので1/2叉は１/３に減じて
もよく，叉運動場に敷網をつける必要がある．

２）サケ改良底建網

（１）網裾は浮上しなかったが運動場に敷網がついているので不安が無い
（２）嚢網間の力綱（左右の嚢網の口前を連結する綱）は必要が無いと思う．この綱に力がか
かり過ぎると互いに嚢の口前を狭くさせるからである．

（３）運動場の中央部の高さを特に高くする必要はない流れに対して直ぐに低くなったから
である．

（４）雲網の立場が吹かれて漏斗の口を塞ぐので，これを防ぐために立場の左右下隅を拡張す
るように抵抗板を装置するとよい

（５）沖の側から流れを受けたとき，流れに対する表面積が大きいから側張りの土俵綱の数が
少いと，即ち隣り合わせる土俵綱の間隔が大きいと，各々 の土俵綱が受けもつ流水抵抗も大き
くて，どれか１本がずれ易いと全部の土俵がずれる原因となる．従って土俵綱の数を増すか或
は固定力を増さねばならない

本研究に際して模型の製作と実験測定に多大の協力を得た小島洋一，田中敏之，木尾隆士の
３君と原稿の御校閲を賜った田内博士に対して深甚の謝意を表する次第である．

－⑱Ｆ

１３鎚堅



金森政治：プリ落網の改良に関する研究（第５報） 2９

Ｒ６ｓｕｍも

Somemodelexperimentsweredoneaboutbottom-trapfishingnetofToyaｍａ

ＢａｙａｎｄｉｍｐｒｏｖｅｄｂｏｔｔｏｍｆｉｘｅｄｆｒａｍｅｎｅｔｆｏｒｃａｔｃｈｉｎｇｓａｌｍｏｎｉｎＨｏｋｋａｉｄｏ；ａｓ

ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅｓｅｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｉｔｅｍｓｗｅｒｅｃｌａｒｉｆｉｅｄｏｆｅａｃｈｎｅｔ：

１）Variationofnetstraincharacterizedbyeachcurrentdirectionandvelocity、

２）Thelimitofcurrentvelocityforalluringfishesintothetrap、

３）Resistivepowerofthecurrenttothｅｎｅｔ、

４）Draggingdegreeofsand-bag、

５）Somedefectsintheconstructionwerepointedoutwithaviewofmaking

ｓｏｍｅimprovements．

金森：改良鮭鱒定置網の模型実験報告：北海道水産試験場復命書（昭和19年）
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